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 ■朝日連峰保全協議会 第２回会合の概要について 

平成 22年 5月 26日（水）、山形県西村山郡西川町交流センターあいべにて、朝日連峰保

全協議会の第 2回会合が開催されました。 

議題では、朝日連峰保全協議会の平成 21年度の活動報告が行われた後、朝日連峰の山岳

団体をはじめとする地域団体や会員より持ち寄られた今シーズンの実施計画について、情

報交換や意見交換が行われました。出席者の計画発表の内容は以下のとおりです。 

 

【岳人長井】 

 ・赤鼻～大玉山間の草刈りの実施を予定している。（市委託事業外） 

【西川山岳会】 

 ・西川町内の４つの登山道の整備を行っており、今年は大井沢～障子ヶ岳のコースの整

備を予定している。具体的には、ぬかるみ部の排水路の設置や土嚢による作業を計画して

いる。 

【大江山岳会】 

・6月 20日の山開き（鳥原神社）に備えて、登山道の倒木除去や道刈りを 6月上旬の土

日に行うことを予定している。また、7 月中には古寺口から小朝日まで登山道の整備と修

復作業（ガリー侵食部に土嚢や倒木を使った作業）を行う予定である。 

【鶴岡山岳会】 

・今年も会員に広く呼びかけ、朝日連峰保全協議会で決められた登山道の整備等の活動

を行って行きたいと考えている。 
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【朝日山岳会】 

・朝日鉱泉の吊り橋の踏み板を 5月 15日～16日に設置した。 

・朝日鉱泉朝日岳周廻線道路（歩道）の倒木除去等の整備を行っており、6 月の山開き

前に作業を終了する予定である。刈り払いは 7 月中を予定している。 

・鳥原小屋の管理については、随時行う予定である。 

【NPO飯豊朝日を愛する会・小国山岳会】 

 ・例年どおり鈴振尾根、蛇引尾根の２箇所の刈り払いを中心とした作業を予定している。 

・合同保全作業には積極的に作業に参加する予定である。 

【三面山岳会】 

 ・三面小屋の管理を予定している。 

【寒河江山岳会】 

 ・合同保全作業の参加を通して、活動を行っていきたいと考えている。 

【山形県みどり自然課】 

・大朝日岳山頂避難小屋の補修を計画している。具体的には床のフローリング、壁の補

修等の作業を計画しており、山開き後の作業となる見込みである。小屋の現状を調査して

から着工する予定。作業中も利用できるように考えており、利用者には協力をお願いした

い。 

【東北地方環境事務所】 

・保全方針書に基づき、以東岳直登ルート及び金玉水での浸食防止及び植生復元のため

の測量設計を計画している。今年度に測量設計、23 年度から工事に着手する予定である。 

 

朝日連峰保全協議会が行う合同保全作業については、保全方針書の重点整備箇所７箇所

の中から、『三方境』が選定されました。作業は 9月下旬頃を予定しています。また、昨年

度の参加者から、「事前に作業の手法等を学ぶ機会がほしい」との声もあり、合同保全作業

前に一度現地にて事前調査や手法を確認し、実施内容を決定する予定です。 

 

■添付資料 

・資料１ 実施計画一覧表      ・資料２ 実施計画一覧図 

 

第２回会合には２６の団体個人、３４名の参

加がありました。なお、合同保全作業や事前調

査については必要な許認可手続きを行い、日程

や内容を会員各位にご案内を通知する予定と

しています。作業へのご協力をよろしくお願い

いたします。 


